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岩手県における多施設 IVR 装置の透視線量率の実測評価と DRLs2015 との比較 
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村上 龍也 

【目的】 

2015年に医療被ばく研究情報ネットワークなどから診断参考レベル(以下DRLs2015)が策定されたが、岩手県

内ではIVR装置を対象とした多施設における線量評価や装置情報の集約、またDRLs2015との比較検証が行わ

れていなかった。 

そこで今回岩手県の多施設におけるIVR装置の調査と、患者照射基準点における透視線量率を実測し

DRLs2015との比較および評価を行ったので報告する。 

 

【方法】 

測定点とファントムは「IVR基準点における測定マニュアル」の条件に準じて行い、透視条件は各々の施設に

おけるPCI施行時の透視条件で1分間の透視を3回測定し平均値で評価した。測定、調査対象は岩手県内の施

設で同意が得られた7施設14装置を対象に行った(Table 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果と考察】 

岩手県における装置特徴をまとめる。 

1.装置メーカー(Fig.1)はCANON14%(2装置)、SIEMENS14%(2装

置)、Philips50%(7装置)、島津22%(3装置)  

2.パルスレート(Fig.2)は6.25 pps14%(2装置)、7.5 pps36%(5装置)、

10 pps21%(3装置)、15 pps29%(4装置)  

3.付加フィルタ(Fig.3)はCuのみが29%(4装置)、Cu＋Alが71%(10

装置)であった。 

また患者照射基準点における透視線量率を最小値、25%タイル

値、中央値、75%タイル値、最大値の順で表すと5.72、9.74、12.31、

22.59、31.00となり、最大装置間差は5.4倍となった。DRLs2015と

の比較では14装置中10装置が20 mGy/minを下回る結果となった
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が、75%タイル値は22.59 mGy/minとDRLs2015の75%タイル値を

上回る結果となった。パルスレートは半数が7.5pps以下となっ

ており低パルスレート化が進んでいたが、パルスレートを下げ

てもパルス幅を下げなければ被ばく低減にはつながらないため

注意が必要である。付加フィルタは全ての装置で銅フィルタが

使われていた。銅フィルタは低エネルギー成分の抑制効果が

大きいため、患者皮膚表面での被ばく線量を低減可能である

が、過度に厚くするとX線管球負荷の増大や画像コントラストの

低下が懸念される。また一定の厚さを越えると被ばく線量低減

効果が少なくなるため装置毎にフィルタ厚と線量、画質の関係

を調べ最適化すべきと考える。今回の調査で最も多かった付

加フィルタの組み合わせが0.4 mmCu/1.0 mmAlの組み合わせ

であった。これを使用していた装置は全てPhilips社製装置であ

り装置依存性の結果と考える。 

今回の結果からDRLs2015の75%タイル値よりも透視線量率

が高かった装置は線量の見直しを行うことはもちろんのこと、大

幅に低かった装置についても診断に耐えうる画質となっている

か再度検討を行うことが重要と考える。本研究結果を各施設に

フィードバックすることで、他施設と自施設の差異の比較や線

量最適化を行う一助となればと考える。また、リミテーションとし

てDRLs2015との比較を目的とした検討のため画質の評価を行

っていないことがあげられる。本来であれば線量と画質はトレー

ドオフの関係にあるため双方の評価を行うべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

岩手県内のIVR装置の装置集約ができた。DRLs2015との比較でも7割の施設が20 mGy/minを達成できてい

たが75%タイル値はDRLs2015よりも高い結果となった。今後は本研究結果を各施設へフィードバックし線量最適

化を推進し、経時的に調査を行うことで岩手県内の透視線量率の動向変化を追跡していきたいと考える。 
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Fig.4 患者照射基準点線量


